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研究成果の概要： 
炎症性腸疾患の病因、病態において活性化 T細胞が重要な役割をはたしている。インターロイ

キン（IL）-２２は、比較的最近見いだされた活性化 T細胞に由来する炎症性サイトカインの一

つである。本研究では、IL-２２の生理作用についてヒト大腸筋線維芽細胞をもちいて検討する

とともに、マウス大腸炎モデルを用いて in vivo における IL-２２の役割を明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 
 
炎症性腸疾患の病因は不明である。 
 
２．研究の目的 
 
IL-22 を標的とした分子標的療法を開発する
ことを目的として、まず、IL-22 の腸管組織
を構成する上皮細胞や筋線維芽細胞に対す
る生理作用を明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 

 
免疫染色、ウエスタンブロット、RT-PCR 
 
 
４．研究成果 
 
IL-22 が炎症性腸疾患において重要な炎症惹
起因子として作用していることを明らかに
した。 
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